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茨城県近代美術館コレクション展

安藤信哉・小堀進。永瀬義郎の世界

⑳会期平成20年９月27日（士）～１０月19日（日）

⑧主催茨城県つくば美術館

愚ポスターＢ２

⑧チラシＡ４

●入場者数2,569人

綴観覧料一般180(140)円／高校・大学生１１０（80）円

小学・中学生80(50)円

※（）内は20名以ﾄｰの同体料金

●出品点数６６点

●内容解説

茨城県近代美術館のコレクションより，安藤信哉・小堀

進･永瀬義郎の３人の作家の作品を紹介する展覧会。各作

家20点以上により展示構成した。

近代的なフォルムの人物画や静･物画を描いた油彩画の

安藤信哉は,明治30年(1897)に千葉県に生まれた｡３才の

ときに父が教員として赴任するため一家とともに茨城県

の水海道（常総市）に移り住んだ６昭和４年に帝展に初入

選を果たし，以後画家として活躍する一方,聴覚障害者の

美術教育にも貢献したことで知られる。

雲のドラマなど大自然の光と影を大胆･明快な筆法で柵

いた水彩画の小堀進は，明治３７年(1904)に茨城県潮来市

に生まれた。昭和４年に上京，教員を務めながら白日展，

日本水彩画会展などに出品を続けた。昭和１５年，小学校

退職，同志８名で水彩連盟を結成，以降本格的に水彩画家
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展示活動企画展

珍

として活躍を続け，昭和４９年には水彩画家初の日本芸術

院会員となった。

流麗なフォルムと幻想的またはロマンティックな作風

で知られる永瀬義郎は,明治24年(1891)に茨城県岩瀬(桜

川市）に生まれた。東京美術学校彫刻科に入学し，版画は

独学で始め，大正２年には文芸雑誌『聖盃」（『仮面｣）の

同人となり，大正期における創作版画の草分け的存在とな

った。

本展では，これら茨城県にゆかりの深い作家の作品を，

今日の人々の新しい視点から見直した。

、担当舟木力英（副参事兼分館長）・外舘和子（主任学

芸員）

感関連事業

・ギャラリートーク

「１時１０月１２日（日）午後２時から

会場展示室

・ワークショップ

「キッズアーティストあつまれ！版画ワークショップ］

講師岩佐徹（版画家）

日時１０月１８日（土）午後１時から４時

会場講座質および展示室

鯵関連記事

.｢茨城県う匠代美術館コレクション展～安藤信哉･小堀進・

永瀬義郎の世界～」９月４日【まいいばらき】

．｢茨城ゆかりの芸術家」（原田蒋之）

９月１０日【毎日新聞】

．｢安藤信哉・小堀進・永瀬義郎の世界」

９月１１日【協同組合通信】

。「県近代美術館コレクション展安藤信哉・小堀進・永

瀬義郎の世界」９月１７日【朝日新聞】
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ポスター チラシＡ４
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